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学校行事からみた学社融合の在り方
-小中合同運動会をとおして考える-

宗 本 和 博
(北海道深川市立多度志中学校）

はじめに

小さな村や地域ではおそらくどこでも行われているに違いない小学校と中
学校の「合同運動会」を学社融合の事例として，あえて取りあげてみたい。
小中合同運動会は，当地域ではもちろん初めての試みである。当地域で小

中合同運動会の実施について話題にのぼったのが平成l3(2002)年。それか
らわずかな準備期間を経て小中合同運動会を実施することができた。もとよ
り地域の大きな反対もなく実施にまで持っていけたのは，地域の方々の強い
後押しと小学校，中学校の前向きな姿勢があったからであろう。では，なぜ
地域や保護者から，さほどの抵抗もなく実施できたのか。実施してみて，そ
の評判は上々であったが，そのようなささやかな行事がどうしてかくも地域
的に評価されたのか。
この小中合同運動会は決して先導的・モデル的事業とはいえないが，結果

として「学社融合」の理念に最もよく沿ったものになっていたとしたなら，
この小中合同運動会が，今後地域における「意図的に集う事業」として地域
に育まれ，地域文化として将来，伝統と呼べるものになる可能性をもってい
るのではないか。
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本稿では，以上のような考えを踏まえ，本事業にまつわることがらを整理
しながら，「学社融合の在り方」を考えてみたい。

｢多度志」の様子

北海道は石狩平野の北限に深川市がある。その深川市からさらに北に13キ
ロ，幾つかの小さな峠を越えるとそこに小さな盆地が見えてくる。そこが多
度志である。
「多度志」は当初，アイヌ語のタトシュナイ（樺の木が多い沢）から転じ

た地名で,明治29(1896)年に石橋末吉が拓いた石橋農場周辺を指していた。
その後開拓が進み村制をし<際に，当時それぞれに独立していた幾つかの郷
を束ねて（現在の多度志全域が）「多度志村」となったのである。現在，深川
市の一地域として「深川市多度志」となっている｡('）
多度志では，開拓当初，いわゆる「華族農場」にみられるようなアメリカ

式大農場が志向された。しかし,すぐに人びとは畑作や稲作づくりに挑戦し，
難難辛苦の末,今では見渡す限りの美田を作りあげている｡現在,「きらら397」
「ほしのゆめ」「ワイン用葡萄」「花卉」など多様な農作物が作られている。
特に蕎麦の作付け面積は隣町の幌加内町にわずかに及ばないものの全国第
２位である。
多度志の人口は最盛期の8,000有余人から現在約l,200人弱と激減している。
しかし，いわゆる過疎地の暗さはあまり感じられない。それは農業の大型機
械化によりIOha～30haなら一人でも耕すことが可能なこと，故に農業人口の
絶対数が減っても農業自体に活気が失われていないこと，また，自動車の普
及やインターネットなどの通信手段の発達によりかつての僻地という感覚を
ほとんどの人がいだいていないことなどによるものと思われる。
このような多度志に住む人びとの人となりであるが，「住民は人情に厚く，

物静かな中にも開拓精神に富み，学校教育への関心も高く，非常に協力的あ
る。また，地理的条件，歴史的条件から『おらが多度志』の強い郷土意識・
連帯感をもっている｡」(2)
学校教育等関係は，保育園，小学校，中学校が各１校（園）ある。子ども
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たちはそういった地域に育ま
れているため.総じて明るく，
率直である。また地域の伝統
芸能である獅子舞や多度志太
鼓などにも多くの子どもたち
が大人たちの指導を受け，活
動している。なお，右表にあ
るように確実に児童・生徒数

多度志の児噛生徒散の推移
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が減少し，平成16年度(2004)から小学校は一部複式学級となっている。近
い将来，中学校も複式になることが避けられない情勢である。

小中合同運動会について

ｌ小中合同運動会が実施されるまで(3)
児童生徒数の減少は，保護者の絶対数の減少でもある。ほとんどの保護

者は二人以上の子持ちなので，いきおいPTA等における奉仕活動等では
小学校だけでなく中学校にも出役しなくてはならず，保護者の負担をます
ます大きくしていた。また運動会の時期が花卉の収穫期に重なるというこ
ともあり，小・中学校のPTA会長より「合同運動会」の要望がだされた
のが平成1３(2002)年のことであった。
平成１４(2003)年12月19日(木),この件で初めて検討会議が小学校で開か

れた。そこでは小中とも次年度(15年度）は，それぞれで実施するが，同
年度中に合同で実施できる体制をつくっていくこと，名称は「合同運動会
推進委員会」とすること等々が確認された。
平成1５(2004)年４月９日．中学校にあっては校長（筆者）がPTA総

会のあいさつで小中合同運動会について触れ,｢今年度は平成16年度実施を
めざした取り組みを行っていく」ことを明らかとした。それを受けてPT
Ａ会長(中西信幸氏)からも「これはPTAからの要望でもあり，引継もあ
ることからPTAとしても取り組んでいきたい」と支援協力の意が示され
た。後日小学校（宮川央子校長）のPTA総会においても同様の取り組み
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がなされた。それを受けて，平成1５(2003)年７月17日に第１回合同運動
会推準委員会が開かれ,まず合同運動会の｢基本的な考え方」３点が確認
され,I原案作りがすすめられることとなった。
(１)合同運動会案は，運動会方式をベースに作成する。
（２）合同案は，両校の理解と納得が得られる手順で進める。
(３)PTAとの関連部分においては，適宜役員会(PTA会長）にも相談

しながら進める。
また，小学校および中学校それぞれ合同運動会の目標を定められた｡(4)
どんな事業も計画立案から実施・反省までのストーリーを描ける人材が

いるかいないかがその事業の正否を決める。その意味からいえば，推進委
員会に堀川委員長をはじめとして先を読める人材を得たことは大きかった。
特に「基本的な考え方」や「小中のねらい」を定め合同運動会の性格を明
確したことで，以後の作業が円滑にすすむこととなったと思われる。

２小中合同運動会の実施と反省
合同運動会はPTAの全面的な協力を得て実施された。ほぼ全員の保護

者が忙しい農作業の合間をぬって子どもたちと一緒に大会準備をしてくれ
た。というよりはむしろ積極的に作業をしてくれた。例えば，雨模様とみ
た保護者たちは，水はけの良くない小学校グランドに軽トラ､ソクとビニー
ルハウスのビニールを持ち込み，あっという間にトラック全面にビニール
を敷きつめてしまったのである。これなど多度志ならではの光景であろう。
当日，保護者のみならず地域の多くの方々が参観し，大盛況。まさに地

域の一大イベントという景観を呈したのだった。

児童・生徒による二人三脚小中合同選手宣誓
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識となっている。また年１回の総会は参加者数が300人以上もあり，その盛
況ぶりからみても，さながら地域振の会長は「かつての町長のような存在」
（参加者の評）である。おそらくこの意識は，先にも触れた「おらが多度
志」という郷士意識に根ざしたものであろう。
この地域振総会において，小・中の学校生活をスライドや映像で報告す
る機会を与えられている。多度志の児童・生徒の活躍の風景はここに集う
人びとにとって，未来を感じるひとときとして大きなよろこびであろう。

２多度志の教育を考える会
多度志の教育を考える会は，保育園，小学校，中学校が連携して取り組

む事業で,事務局は各学校およびPTA持ち回りで年１回,開催するもの。
保護者，教師が相集い子どもたちの教育について語り合う，という趣旨で
平成ll(2002)年に始まった。最近は「食育」「命」などのテーマで地域の
方々の参加も得て実施しているが，実際のところ保護者の年齢差も大きい
ことから共通のテーマを決めるのにかなり苦戦しているのが現状だ。しか
し，三者の子どもたちが合わせてlOO人に満たないという好条件，皆気心を
知り合っている仲間であるし，その意義についての理解をしているので今
後も地域では大切な事業であり続けると思われる。

このように地域から向けられる小中学校への温かいまなざしそれこそが，
実は地域の教育力の高さを示しているのではないだろうか。
高齢者を含めた地域の人々が柔和で温厚だとすれば，そのこと自体が地域

の余裕と人びとの生活が平穏だということを示している。生活が平穏で皆が
仲良い関係であれば，子どもたちがその好ましい影響を受けない訳がない。
結局子どもたちの落ち着きや優しさは地域の落ち着きであり優しさなのであ
る。
子どもたちの落ち着きや優しさは，この地域によって育まれたものである

が，その良さは学校生活でも活かされている。当校の生徒について来校者は
「あいさつが立派ですね」「少人数なのに校舎がきれいですね」「生徒と先生
の関係が素晴らしい」などと異口同音に褒めてくれる。そしてコンピュータ
室が施錠されていないこと，廊下の小さな棚に模造紙や色紙が鍵もなしに置
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